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オンラインで
ボランティア活動もつながろう！
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令和3年度シニア地域サポーター養成講座を開催
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　新型コロナウィルスの影響はボランティ
ア活動にも及んでおり、接触を避けるため
に活動を控えるなどの制限を余儀なくされ
ています。感染防止対策のため外部からの
ボランティアの受入れを停止している施設
も多く、活動先はコロナ以前と比べて減少し
ているのが現状です。
　そこで、11/1、11/8の2日間「オンライ
ンでつながってみよう」をテーマに、中央区
シニア地域サポーター養成講座を開催しま
した。

　1日目は、ソフトバンク株式会社から講師を迎え、オンライン会議ツールZoomのダウンロー
ドの方法から基本操作まで、手持ちのスマートフォンやタブレットを使って実践しました。
　2日目は、認知症について学んだ後、Zoomを使って会場・自宅受講者とグループホーム「ライ
フケア大手門」をつなぎ、講座を進めました。施設内を見学した後、入居者と一緒にパタカラ体
操（介護施設等で行われる誤嚥を防ぐための口・舌の運動）や会話をするなど、オンラインでの
交流にチャレンジしました。
　講座の参加者からは、今後オンラインでやってみたいこととして「本の読み聞かせをしたい」
「折り紙を教えてみたい」などの声が寄せられ、オンラインを活用したボランティアについて思
いを巡らせることができました。

　地域・施設とボランティア活動者とのつなが
りを絶やさないためにも、今後オンラインを活
用した取組みを考えていきたいと思います。
　また、中央区ボランティアセンター（中央区
社協）では、オンラインを活用したボランティア
の受入れ先を随時募集していますので、お気
軽にご連絡ください（個人でも施設でも可）。
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　小笹校区では、商店街内の空き店舗「通称：バンブーグラス※」を活用して様々なイベントを開催しています。
その中で最近行われた２つのイベントを紹介します。
●地域カフェ「カフェ　バンブーグラス」
　令和３年１１月から毎週火曜１３時～１５時に地域カフェを開催しています。校区の方の「小笹校区には座って
お茶を飲む場所が少ない」という声から企画がスタートしました。利用者からは「コロナ禍で家にこもりがち

だったので、人と話せてよかった」という声があがりました。これ
からも地域の憩いの場として運営していく予定です。

●「バンブーハロウィン」
　令和3年10月23日、コロナ禍で夏祭り等のイベントが中止に
なった子どもたちのために「バンブーハロウィン」が開催されまし
た。当日は７０名以上の子どもたちが集まり、バンブーグラスで仮
装して出発。商店街には子どもたちのたくさんの笑顔が溢れまし
た。その他にも商店街店舗での割引や総菜の販売等、大人から
子どもまで楽しめるイベントとなりました。

※バンブーグラス…小笹商店会内の空き店舗。校区名でもある「小笹」の「笹」を英訳し「バンブーグラス」と名付けられました。

　秋が深まりつつある11月2日、校区で唯一のスーパーには、住民と学生が4人ずつ合計8人が2人1組に
なって買い物をする光景が見られました。
　参加した学生4人は、福祉を学ぶ海外からの留学生
でしたが、住民との会話は途切れることなく、学生が商
品をカゴに入れたり、重い物を持ったりと和やかな雰
囲気で買い物は進みました。
　“お試し”買い物同行を終えた住民からは「1人では不
安も多い買い物に学生が同行してくれたことでとても
心強かった。おしゃべりもとても楽しかった」「次は特売
日に合わせて実施してほしい！」という声が上がり、学
生からも「自国の母のことを思い出した。とても楽しく
活動できたし、また参加したい」と、今後の継続的な実
施に向け前向きな可能性を感じることができました。

　福浜1・2・3棟は令和３年に築50年を迎えた集合住宅で、住民の3分の2が65歳以上の町内です。
スーパーマーケットは300ｍほどの距離にありますが、「途中で休憩をしている」「重いものを買って
帰るのに苦労している」「道で転んでいる人を見た」…そんな住民の声が度々聞かれます。
　そこで、1・2・3棟自治会の住民と、隣接する西日本短期大学の教授との間で話し合いを実施した
ところ「学生による買い物同行」という案が出たことから、今回の“お試し”の実施につながりました。

～校区内の短大と連携した買い物支援～～校区内の短大と連携した買い物支援～

空き店舗から 地域に人を空き店舗から 地域に人を

令和３年10月～11月にご加入いただいた方々です。（順不同・敬称略）
中央区で実施する事業に大切に使わせていただきます。

賛助会員へのご加入ありがとうございました

～中央区社協が進める地域福祉活動にご賛同いただいた皆様～
【警固校区】
椛島　妙子
【当仁校区】
船津　正明
【草ヶ江校区】
廣田　潤子
草香江2丁目5区町内会

【笹丘校区】
見寺　栄一
濵田　早苗
藤井　吉弘
白勢　勇
佐田　拡光

【事務局扱い】
西出　成子
本宮　智子
福岡ブラインドサポートクラブ

＜買い物同行当日の流れ＞

自宅を出てから、帰りつくまで学生ボランティアが同行。
帰りは購入したものを自宅まで運ぶお手伝いも。

福浜1・2・3棟で“お試し”買い物同行を実施！
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個人 1口 500円
法人・団体 1口 10,000円

この広報紙は共同募金配分金及び賛助会費を主な財源として作成しております。


